
希学園 小５ 第４回 習熟度確認テスト 社会 2023年11月26日実施 （模範解答) 制限時間30分

１

（１） イ （２） イ （３） 管領 （４） 種子島
かんれい

（５） （フランシスコ・）ザビエル （６） エ （７） 徳川秀忠
ひでただ

（８） 踏絵〔絵踏〕
ふみ え え ぶみ

２

問１ エ 問２ 大 輪 田 泊 問３ 山口（県） 問４ え
とまり

問５ エ 問６ 御成敗式目〔 貞 永式目〕 問７ イ 問８ ウ
じょうえい

３

問１ 神奈川（県） 問２ 問３ イ執権
しっけん

問４ 足利義満 問５ ウ 問６ ウ 問７ 北山

問８ イ 問９ 問10 ア下剋 上 〔下克上〕
げ こくじょう こく

４

問１ 愛知 県 問２ イ 問３ エ 問４ イ

問５ 問６ 問７ ア太 閤 検 地 南蛮 貿易
たい こう けん ち なんばん

参勤交代 の制度問８（１） ア ウ イ （２） ウ 問９Ａ Ｂ Ｃ
さんきん

問８(１)：完答

５

問１ １６３９ 年 問２ カ 問３ 朱印船 貿易 問４ 天草〔益田〕四郎（時貞）
ます だ し ろう ときさだ

配点 各３点×20問 各２点×20問 下線部：漢字指定１ ２ ５ ３ ４・ ・ ・



希学園 小５ 第４回 習熟度確認テスト 社会 2023年11月26日実施 (解説)

１

（１）ア：２代執権（承久の乱） イ：８代執権（元寇） ウ：初代執権 エ：３代執権（御成敗式目）
げんこう

（２）ア：承久の乱（1221年） ウ：都を奈良から京都に移した（平城京→長岡京→平安京）

エ：保元の乱で勝利（1156年）

（３）鎌倉幕府で将軍を補佐する「執権」と区別しておきましょう。

（５）キリスト教が日本に最初に伝わった場所は鹿児島です。

（６）ア：『古今和歌集』『土佐日記』 イ： 聖 武天皇の大仏づくりに協力
しょう む だいぶつ

ウ：室町時代に水墨画を大成（東山文化）
すいぼく が

（７）江戸幕府の将軍は、初代：徳川家康、２代目：徳川秀忠、３代目：徳川家光です。

２

問１ ア： 坂 上 田村麻呂・源氏・足利氏・徳川氏 イ：律 令 制度（飛鳥時代～）・国ごとに置かれました。
さかのうえの た むら ま ろ りつりょう

ウ：成人した後の天皇の代理 エ：朝廷における最高職

問３ 源平の争いは、一ノ谷の戦い（兵庫県）→屋島の戦い（香川県）→壇ノ浦の戦い（山口県）の順番でおこりまし

た。

問４ 源頼朝が征夷大将軍に任命されたのは、1192年のことです。

問５ エ：藤原元命は、平安時代の尾張国の国司です。不正をはたらき、郡司や農民らにより朝廷へ 訴 えられた人物
うった

です。

問６ ３代執権の北条泰時が制定しました。51条から成ります。

問７ ア：唐の都（現在の西安） イ：現在の北京 ウ：中国の特別行政区 エ：中国の大都市
シーアン ペ キ ン

問８ ア：文禄の役・慶長の役は豊臣秀吉による朝鮮出兵です。

３

問３ ア：672年（大海人皇子vs大友皇子 大海人皇子が勝利し、天武天皇として即位しました。）
おお あ まのおう じ そく い

ウ：1159年（平清盛vs源義朝 勝利を収めた平清盛はその後の1167年に武士初となる太政大臣に就任しまし
おさ

た。）

エ：1156年（後白河天皇vs崇徳上皇）
す とく

問６ ア：618年～907年（都＝長安・遣唐使）
けんとう し

イ：581年～618年（遣隋使・小野妹子・聖徳太子・煬帝）
ようだい

ウ：1368年～1644年（日明貿易・永楽通宝・朝鮮出兵）
つうほう

エ：前漢（紀元前206年～8年）・後漢（25年～220年）：『漢書地理志』『後漢書東夷伝』
し とう い

問８ ア：正長の土一揆（近江国）
お う み

ウ：応仁の乱の終わり（開始は1467年）

エ：山城の国一揆（京都府）
やましろ

４

問２ ア：本能寺の変後に豊臣秀吉と戦い敗れた（賤ヶ岳の戦い）
しず が たけ

ウ：桶狭間の戦い（1560年）で織田信長に敗れた、駿河国・遠 江 国の戦国大名。
する が とおとうみ

エ：越後国を中心とする地域を治めた戦国大名。
えち ご

問３ エ：「戦国時代」は、応仁の乱後のおよそ100年間に、各地で成長した戦国大名が争いを繰り広げた時代です。
く

問４ ア：安土城下では、楽市楽座により座や関所は廃止されました。
はい し

ウ：大阪城は、大阪の陣で焼失しました。

エ：『天橋立図』は、東山文化期に雪舟が描いた水墨画です。
えが すいぼく

問７ イ：1392年に李氏朝鮮を建国

ウ：朝鮮出兵の際に、朝鮮水軍（→亀甲船）を指揮し日本軍を苦しめました。
さい きっこう し き

問８（２）ウ：臨時に置かれる最高職は「大老」です。老中は 常 時置かれ、将軍の補佐をして政務を主導しました。
じょう じ せい む しゅどう


